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困った時は

パルスがずれたと言ってきた

パルスモーターコントローラが信用できる時は 信用できない時は を入れて下さい。

ビームモニターに計数されなくても測定を続けたい

して下さい。 の計数が より大きくならないと，ビームが

来ていないと判断して測定を止めます。

何故か波長を と思っているみたいだ

して下さい。

等のモノクロ制御コマンドが見つからないといわれた

一度 して， に入り直して下さい。

モノクロ制御コマンドが動かない 返事が無い

ビームラインの根っこのほうのコントローラが モードになっていないか確認する。

起動

と書くことで， に画面表示のログファイルを作っていきます。これがないと， の結果だけのよ

うなファイルが残るだけになりますので，トラブルが起こったときの対処が難しくなります。意味は

を起動しろ その出力を のファイルにも書き込め という程度です。 というのが 出力の分岐

を行っています。

は前回終了時の情報を記憶しています。読み込んだマクロや格子定数などの記憶を保持しています。

前回の記憶を無くさせたい時には， に オプションをつけて起動して下さい。

を起動すると，



と出て，コマンドを受け付けるようになります。

手持ちのパソコンをネットワークに繋いで，グラフを描くなどの作業を行いたい場合， の画面表示

がパソコンにも出ていると，測定結果をコピーしてカレイダグラフ等にペーストできるので便利です。パ

ソコンの方に の画面表示を出すには， に して，ログファイルを コマンドで

見る，という操作をします。

お分かりだと思いますが， というのは， の制御用のコンピュータです。

最初に起動したときは， というマクロを実行する必要があります。

で， マクロを実行してください。大部分の項目はただ を押すだけで問題ありません。入れ

る必要があるところは，データファイルの名前と，ディスプレイの種類程度です。

データファイル名入力例：

ここにデータファイル名

ディスプレイの種類：

ここだけ注意

という欄に と答えます。

格子定数などは，後からでも足りますのでさほど重要ではありません。後から入れるときは， コ

マンドを使います。もちろん，ここで入れてもいいです。

ここまでで，最初の準備は終わりました。



ビームライン調整

このセクションで使うコマンド，キーワード

モノクロの をチューン デチューンする

手順

どのみちユーザーだけでは無理ですので，担当者が一緒にやる事になります。非常に複雑ですので省略

します。

架台調整

このセクションで使うコマンド，キーワード

の 線にあわせてモノクロを設定する。

のモーターを から まで， 点

測定します。一点あたりの露光時間は 秒です。

を，現在地からの相対値で表します。

ビームモニターの値がこれより小さくなったら測定を中止する

という閾値を表す。

直前のスキャンの半値幅の中心を表す変数。

手順

架台は 軸動くようになっています。 です。それぞれ，水平方向，鉛直方向， 軸を中心とし

た回転， 軸を中心とした回転，を表します。単位は 及び度です。

ピークの形がきちんとしている時，便利な変数 を使う事ができます。 という変数には，直前

のスキャンの半値幅の中心が代入されています。ピーク位置は という変数に代入されています。

これを使って，次のようにしてピークをリファインしていくことができます。

ただし， はピークトップの半分のカウント数までピークの両側で落ちていないと正しい値を返しませ

ん。ここは人間が判断してやる必要があります。

重要 等のモノクロ制御コマンドが動かない場合の対処法

コマンドが見つからないといわれた場合：一度 して， に入り直すと復帰します。

返事が無い場合：ビームラインの根っこのほうのコントローラが モードになっていないか確認する。

まだだめな場合：担当者を呼んで下さい。内田さんの管轄ではない部分です。



スリット調整

自動化されましたので，架台調整が終わった状態で 改行 と入力してください。重要なのは，

下流イオンチェンバーでスキャンのグラフ表示をするようになっていること，スリットのソフトリミット

が充分広い可動範囲を許す事，及びピンホールを通った光が全部下流イオンチェンバーに入っていること

です。現在の状態よりスリットを広げるという操作は 一番最後以外 しませんので，途中で止まる事はあ

りません。 が終わった後は，スリットは開いた状態になっています。

以下は，手動で調整をやる時のやり方です。

このセクションで使うコマンド，キーワード

のモーターを から まで， 点

測定します。一点あたりの露光時間は 秒です。

それぞれ前スリット上 下 左 右，後スリット上 下 左 右。

左右は下流から見てのもの。

手順

流儀はいくつか有り得ますが，私が に来た時に習った手法を示します。

回折計にピンホールを入れたままの状態で，後ろのイオンチェンバーをカウンターとして使います。後

ろのイオンチェンバーの計数が，スリット開放時の半分になるようにスリットのブレードを閉じ，そこを

そのブレードの と定義します。

ここに半分になった の座標を書く

スリットの座標は，下流側から見て上から下がプラス，左から右がプラスです。スリットは閉じる側に

バックラッシュを取る設定になっていますので，スキャンの方向によって時間がかかる方，かからない方

が存在します。 枚のブレード全部で数分の違いになると思いますが，これを気にしないなら適当にスキャ

ンをかければいいです。

この作業が終わったら，コリメータを外します。

センター出し，サンプルマウント

このセクションで使うコマンド，キーワード



手順

センター出しは省略します。サンプルマウントも好きなようにやるといいでしょう。 と は皆さん

ネジをゆるめて適当にぐるぐる回しているでしょうから，設定を間違う可能性があります。 にした

時， と が回転方向も含めて一致する様にセットして下さい。 は下流側から見て反時計回りが正

方向です。

の回転方向を逆にしたい場合が出ると思います。その場合， で の を

あるいは 今の設定と逆 にして下さい。また，どちらの場合も の設定をいいかげんにしないで下さ

い。 軸が鉛直な状態が ，水平な状態が です。回折計の目盛りと の思っている角度

を完璧に合わせて下さい。これがずれていると， 軸の回転軸が曲がってついている事になって， が

うまく立たない事になります。

はいいかげんな書き換えをしないで下さい。場合によっては修復
に数日を要す可能性もありますし，嘘のデータを吐き出している事に気づ
かない可能性も ではありません！わからなかったらスタッフを呼んで下
さい。

軸立て

このセクションで使うコマンド，キーワード

格子定数入力

の計算に使う第一のブラッグ位置設定

の計算に使う第二のブラッグ位置設定

モード開始

ファイルに書き込み

モード終了

マクロファイル 実行

後の格子定数の計算

格子定数の表示

リミッタ設定

手順

で格子定数を入れます。

を見つけます。

はそのブラッグの指数 と入力します。

もう一つ，独立な を見つけます。

はそのブラッグの指数 と入力します。

これで，一応は が計算されます。この場合， と格子定数を信用して， は参考につかわれるだ

けです。また， は方向だけを見て，長さを見ません。つまり，例えば とした場合，その

位置は と設定されますが， が何になるかは格子定数と波長から計算され， に合わせて格子定数

を計算し直したりはしません。次に とした場合について考えます。これによって 軸の方向が

決められるだけで， を実行した場所が になる保証はありません。こうしようとしても，

格子定数を書き換えないと一般にはあいませんので， は格子定数を優先するという都合上，普通

はどうしてもずれます。



いくつかの反射から格子定数 を最小二乗で計算するには という つの

一連のコマンドを使用します。まず コマンドを使用して各反射の四軸角を一時的なファイルに

記録します。

デフォルトのファイル名は です。次にこのファイルに四軸角を順に記録していきます。

ここで 反射を見つける

ここで 反射を見つける

これらの手順を繰り返す

コマンドは入力された反射から ファイルを実際に作成させるために用います。最後に

ファイルを実行します。

これで が最小二乗 されます。格子定数は， を実行後， を実行すると見ることができます。

などを実行すると， の値を上書きしてしまうので，その場合には を再度実行して下

さい。

コマンドリスト

使用頻度が高い，もしくは必ず使わなくてはいけないコマンドとその説明をならべました。

モーター駆動

の名前のモーターを に回す。角度は絶対値。スリットなどのモーターの

場合， は角度ではなく位置を表す。

例：

の角度設定を現在地からの相対値で表したもの。

例：



の移動中，現在地を表示するもの。

例：

の移動中，現在地を表示するもの。

例：

と を一度に動かす。角度指定は絶対値。

アッテネーターを変える。 で， 番のアッテネーターに設定する。 番はアル

ミの が入っている。 番は開放である。 から は保証されていない。

のモーターの値の原点を変え，現在の値を にする。

例：

リミッタの設定などを行います。カーソルキーで変更したいものにカーソルを持っていき，

書き換えます。書き換えを決定するには， を押します。メニューから抜け出るには で

抜けます。リミッタ以外の部分の書き換えは，通常は行わないでください。

モーターの位置を表示します。二段に表示されますが，上段の数字が で 点を設定した

後の値で，通常使うのは上段です。

の縮小版

モノクロメータ

の 線にあわせてモノクロを設定する。

例：

現在の 線のエネルギー，波長を表示する。

例：



モノクロの を最強位置に調整する。

モノクロの を最強位置から パルスだけずらす。普通は パルス程度デチューンす

れば充分。

四軸関連

現在地を の逆格子点であると設定し， の計算に用いる。

と同じ。格子定数がわかっている場合で， を立てるのに最低二つは点がいるため。

逆格子の の位置の角度を計算する。

例：

に回折計をあわせる。

の 版。

の所で出てきた、格子定数を入力するコマンドです。これが既に入力してあること

が四軸関連のコマンドが動作する前提条件となります。

つ以上の から と格子定数を決定する。詳細は 軸立て を参照。



時には四軸回折計を実際に動作はさせたくないが、特定の四軸角を反射として入力したい、

ということがあります。この場合、 をシミュレーションモードに切り替え、回折計を反射

位置に移動させ、シミュレーションモードを解除する、という操作を行います。これを行うの

が です。 で はシミュレーションモードになり、 でそれが解除

されます。

スリット系

入射側スリットの縦を 中心を に取って，幅 に設定する。

例：

スリットで半割を出して，半割の位置を で に設定しておくと，このコマンドは第一引き

数が で使えて便利です。

最後の が上流，下流のスリットを表し，二文字目の が垂直，水平を表すとして，そ

れぞれ対応した方向の と考えたもの。

測定

カウントして，結果を画面に表示する。 は省略可能。

の 版

のモーターを から まで， 点測定します。一点あたりの露

光時間は 秒です。例：

と同じですが， を，現在地からの相対値で表します。

スキャンを行います。角度は相対値で， で表します。

自動ピークリファインマクロです。 の二倍の幅にわたって測定し， ， ， ス

キャンを行います。 周イテレーションを行って，センターを決定します。



逆格子空間でのスキャンを行います。意味は分かるかと思います。 は絶対値であ

り，相対値ではありません。

現在 にいるとした場合， の をスキャンします。類似品に があり

ます。 は絶対値です。

エネルギースキャンを行います。 オプションをつけると，エネルギー変化に伴って

と を動かして同じ逆空間の点のエネルギースキャンを行います。エネルギーの単位は

です。

温度調整

温調を始める時には， として下さい。温調装置の電源を切った時には，必ず

として下さい。 の状態だと， の応答が無いと ができなくなります。

温度コントローラの を にセットする。

温度を読み取る。

マクロ実行

のファイルの中身を実行する。

マクロファイルの作り方

マクロファイルは通常のテキストファイルであり、なんらかのエディタでこれを書く必要

があります。テキストエディタはいくつかありますが、これらの使用法は省略します。

の参考書を見て下さい。 年 月 日現在， で普通に使われているエディタは

と です。

マクロファイルはユーザーが必要なコマンドを自分で作ったり、一連のコマンドを順に自

動で実行させるために使われます。一連のコマンドを順に自動で実行させるためには、ただ、

そのコマンドを一行づつ書き並べるだけで です。例えば 軸を の範囲でスキャン

し、その半値幅の中心に移動させるためには次のようなマクロを作ります。

これを という名前で保存したとすると と入力することによって実行さ

せることができます。ここで という変数は 正確にはマクロですが 直前のスキャンの半

値幅の中心が代入されています。ピーク位置は という変数に代入されています。

新しいコマンドを作成するには次のようにします。



このようなマクロファイルを作成し、これを実行することによって という新しいコ

マンドが作成されます。これらのコマンドにパラメータが必要であれば、以下のように

などの変数を使用します。

という変数はコマンドにいくつパラメータが入力されたかを表し、これが でないときは

使い方を表示しています。 や はそれぞれご想像通りの動作です。

マクロの中で，その時点での の値を使いたい場合があると思います。その時には，

を行った後に の値を参照する事で，それらの値を使う事ができます。

その他

データファイルを新しく作り，次の測定からはその新しいファイルに書き出すようにする。

四軸関連の手法

四軸回折計に詳しい人にはあまり必要無いかも知れませんが，一応書いておきます。

四軸で， を決定すると，一つ軸が余分なので，何か条件をつけてやらないと回折計の角度が決まり

ません。そこで，いくつかの束縛条件の種類があります。 では， というコマンドで設定する，

以下のモードがあります。

というモードの場合， というコマンドで， する角度を設定できます。 を回しながら

同じ逆格子点を測定したい場合，次のようにします。



管理者覚え書き

標準的なマクロ

ローカルなマクロ

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■



でデータテーキングされたものをプロット あるいは印刷 するには というプログラムを

使用します。起動するにはシェルのコマンドラインから と入力します。測定データを に読

みこませるには以下のようにします。

← ここでファイル名を入力します。

← ここでスキャン番号を入力します。



データをファイルから読み込んだら、フィルタを設定します。フィルタとはデータを各デバイスに表示

させるプログラムで、例えば画面 デバイス に表示させるモードにするには

とします。プリントアウトのためには， としておいて，その後， のコマンドライ

ンから として下さい。

最後に各軸の表示範囲を設定して表示させます。各軸の表示範囲を自動で指定するには コマンドを

使います。グラフを表示させるには というコマンドを使用します。

もし手動で各軸の表示範囲を指定したければ コマンドを用います。以下のようになります。

グラフの装飾に関して，少しだけ言及します。

グラフのタイトル，軸のタイトルを表示するには コマンドを使います。 リターン の後，聞かれた

とおりに入力していきます。その装飾の結果は次に を行ったときに反映されます。

プロットのシンボルをかえるには， コマンドを用います。 は実線， は など，い

ろいろなシンボルが用意されています。

マクロ

は非常に強力なマクロ機能を持っています。要するにコマンドラインに流し込むだけなのです

が，旨く使うと，ピークの温度変化を測定したとき，大量のデータを一度にフィッティングして，そのパ

ラメタの温度変化のグラフを出力するようなマクロを作ることができます。あるいは，測定したデータを

一枚の紙に つずつ，コメントつきで出力する，というものも私 若林 はよく使っています。ファイルの

中身をコマンドラインに流し込むだけ，という仕様のため，空行に意味がある場合があります。マクロを

見る場合には，それも意識する必要があります。

実際のところ， のマクロは汎用性を持たせるのが極めて困難であり，ちょこちょこ書き換えな

がら使うものです どのファイルの何番目のスキャンを，何列目のデータを モニタの値として使って，

軸のタイトルはこれこれで，コメントとしてこれを書き込み，この関数でフィッティング 初期値はこれこ

れのファイルを参照 しなさい，などという一続きのマクロを作ったら，引き数だらけで何のことだかさっ

ぱりわからないものになり，さらには便利でもないでしょう 。

マクロの例 と，簡単な解説 を以下に添付します。これらのファイルは， の の

下の に置いています。フィッティングのためには，自分のホームディレ

クトリの下に というディレクトリを作って，そこに の中身をコピー

する必要があります。



←フォントの設定
←フォントの大きさの設定

←エラーバー表示

←データ読み込み

←図の位置，大きさの設定
←図の表示範囲を自動設定
←軸の取り方の設定。対数グラフは ．

←タイトル，軸のラベルなどの定義
←図のタイトル。 は引き数
← 軸のラベル
← 軸の単位
← 軸のラベル
← 軸の単位 は，その下 行の内容を使う

←コメント書き込み。引き数は位置。

← 終わり



←プロットのシンボル設定
←図の描画

←タイトル，軸のラベルなどの定義
←図のタイトル。 は引き数
← 軸のラベル
← 軸の単位
← 軸のラベル
← 軸の単位 は，その下 行の内容を使う

←データの読み込み

←データプロット

← での 手順は に記述

←実線で図を書くモードに変更
← の結果を表示



← の重みづけ
←データ取り込み

← の範囲
←第一パラメタの下限 この場合は
←第一パラメタの上限
←第二パラメタの下限 この場合は の傾き
←第二パラメタの上限
←第三パラメタの下限 この場合は
←第三パラメタの上限
←第四パラメタの下限 この場合はピークセンター
←第四パラメタの上限
←第五パラメタの下限 この場合は温度などのメモに使われる
←第五パラメタの上限

← の初期値読み込み

← の処理

← の結果書き出し

← の結果を図に出力するためのデータ作成
←作るデータの下限
←作るデータの上限
←作るデータの個数

← ルーチン終了








